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【
大
阪
】
六
甲
バ
タ
ー
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
に
植
物
性
素

材
の
み
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
す
る
「
Ｑ
Ｂ
Ｂ
こ
れ
も

い
い
キ
ッ
チ
ン
」
を
出
店
。
場

所
は
、
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ

リ
オ
ン
内
の
「
ミ
ラ
イ
の
食
と

文
化
ゾ
ー
ン
」。
全
会
期
と
な

る
４
月
13
日
～
10
月
13
日
ま
で

展
開
す
る
。

　

同
社
で
は
脱
炭
素
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
通
常
の

チ
ー
ズ
と
は
異
な
る
も
う
一
つ

の
選
択
肢
と
し
て
「
植
物
性
の

原
料
で
環
境
に
配
慮
し
た
チ
ー

ズ
代
替
食
品
を
つ
く
る
こ
と
」

に
挑
戦
。
ま
た
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
や

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
旅
行
者
も
増

え
て
お
り
、「
チ
ー
ズ
を
は
じ

め
と
し
た
乳
製
品
の
お
い
し
さ

を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
い
」

と
い
う
想
い
が
あ
る
。
大
阪
・

関
西
万
博
へ
の
出
店
を
、
植
物

性
食
品
が
世
の
中
に
浸
透
す
る

転
換
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
店
舗
名
に
は
新
し
い
食
の

あ
り
方
を
提
案
す
る
気
持
ち
を

込
め
、
多
様
性
・
追
加
・
寛
容

さ
を
表
す
「
も
」
を
強
調
し
た

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
し
た
。

　

店
舗
デ
ザ
イ
ン
は
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
パ

ビ
リ
オ
ン
内
で
あ
り
な
が
ら
自

然
の
中
で
楽
し
む
ピ
ク
ニ
ッ
ク

の
よ
う
な
心
地
よ
さ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
設
計
。「
緑
豊
か
な

気
持
ち
の
い
い
場
所
で
み
ん
な

一
緒
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

る
喜
び
を
、
い
ま
と
変
わ
ら
ず

感
じ
続
け
ら
れ
る
未
来
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
食
の
未

来
へ
の
願
い
を
込
め
た
。
屋
外

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
思
わ
せ
る
目

の
前
で
調
理
す
る
ラ
イ
ブ
キ
ッ

チ
ン
を
導
入
し
、
食
べ
る
前
か

ら
わ
く
わ
く
で
き
る
よ
う
演
出

す
る
。

　

提
供
メ
ニ
ュ
ー
は
、
フ
ー
ド

11
品
、
ド
リ
ン
ク
28
品
、
ス

イ
ー
ツ
９
品
。
ジ
ュ
ー
シ
ー

な
ナ
ス
の
フ
ラ
イ
と
特
製
ボ
ロ

ネ
ー
ゼ
が
相
性
の
よ
い
グ
ル

メ
サ
ン
ド
「
こ
れ
も
ナ
ス
ボ
ロ

ネ
ー
ゼ
」な
ど
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

丸
ご
と
の
ト
マ
ト
を
乗
せ
、
植

物
性
チ
ー
ズ
を
か
け
た
オ
ム

キ
ー
マ
風
カ
レ
ー
の
「
こ
れ
も

オ
ム
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」
の
ほ
か

ご
飯
も
の
、
食
べ
歩
き
に
最
適

な
「
大
阪
新
名
物
？！
こ
れ
も
串

カ
ツ
」
な
ど
も
販
売
。
グ
ル
テ

ン
フ
リ
ー
の
揚
げ
な
い
ド
ー
ナ

ツ
と
、
ミ
ル
キ
ー
な
チ
ー
ズ
テ

イ
ス
ト
の
シ
ェ
イ
ク
が
重
な
り

合
っ
た
「
ミ
ル
チ
ー
パ
フ
ェ
」

な
ど
デ
ザ
ー
ト
も
必
見
。

　

提
供
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
に
は
、

家
庭
用
で
販
売
し
て
い
る
「
Ｐ

シ
ュ
レ
ッ
ド
」「
同
の
び
ー
る
タ

イ
プ
」、
業
務
用
で
展
開
し
て
い

る
植
物
性
の
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

タ
イ
プ
を
使
用
し
て
い
る
。（
Ｍ
）

ミルチーパフェ これもナスボロネーゼサンド

「
こ
れ
も
い
い
キ
ッ
チ
ン
」

「
こ
れ
も
い
い
キ
ッ
チ
ン
」

プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
の〝
未
来
の
当
た
り
前
〞

六
甲
バ
タ
ー

　六甲バターマーケティング本部の中尾真
範事業開発部長（写真）に話を聞いた。
　――万博出展の経緯は
　21 年ごろ、チーズ１本に頼らず、植物性
のものを生み出していこうという話になっ
た。植物性食品の商品化の中で、起爆剤に
万博の出展を考えた。
　――メニューの考案で苦労した点は
　ヴィーガン、プラントベースというと、サラダなどを思い浮かべる人が
多いが、それを〝裏切りたい〟と考えた。食べ応えにはこだわっており、例
えば大豆ミートではなく、おからこんにゃくを使用するなど、あまり情報
がない中で、こちらの希望する特性の植物性の素材を探すのが大変だった。
　――チーズ代替植物性食品の認知度について
　まだ広がってはいないと思うので、万博をきっかけに広まれば。特に弊
社は、チーズ代替植物性食品の味には自信がある。日本よりチーズ代替植
物性食品が浸透している海外の方に食べていただき、おいしさに驚いても
らいたい。
　――万博出展にあたって
　食べ慣れたものを変えることは難しい。しかし、料理の素材を従来のものに
固執しない新しい素材への寛容さ、自分とは食ニーズが異なる様々な他者への
寛容さを持つことができれば、食の持続性・多様性で未来はもっと良くなるは
ず。〝未来社会の実験場〟である万博で、そうした流れをつくる一助になれたら。

新しい素材や他者への寛容を


